
























要約:

平成 3年度から 3カ年間にわたって「少子化時代」における父親の役割について検討して

きた。最終年度として昨年度実施し,検討した育児に関するアンケートについて次のよう

な目的のもとに分析を行った。すなわち,主要な 5つの質問項目(子どもとの関わりの積極

性,父親自身の日頃の様子,子どもの日頃の様子,育った家庭の雰囲気,父親固有の役割)と

他の項目との関連をみることで父子関係の実態を報告するとともに,少子化時代の父親の

役割を視野に入れた母子保健に示唆を与えたい。

調査対象,調査方法などは昨年度報告と同一であるが,父親のデータのみをとりあげて分析

した。

主要な結果並びに考察をまとめると以下のようである。

1)子どもとの関わりの積極性子どもとの関わりに積極的な父親は子どもとの関係だけでな

く,自分の育った環境にも肯定的で,乳児期の育てやすさとも関連が見られたことは注目さ

れる。

2)父親自身の日頃の様子心身状態の悪さは子どもへの心配や子どもの性質等にさまざまな

形で悪い影響を与えていることが推測された。

3)子どもの日頃の様子父親の状態により影響を受けていると思われ,この逆もまた考えら

れた。

4)育った家庭の雰囲気育った家庭の雰囲気が positive であるとき,父親役割は家庭的な役

割観が選択される傾向がみられた。

5)父親固有の役割家庭重視型の役割観の父親は子どもや妻,家庭にいづれも積極的な役割

を果たしているが,伝統的な役割観や,役割観に無関心と思われる父親は子どもや妻,家庭

との関連があまり認められなかった。

以上の結果をうけて,父親役割観に影響を与える各種要因について若干の考察を試みた。

また,今後,父親の役割観に関わって妊娠期の母親学級に両親学級を組み合わせる,育児相

談や,乳幼児健診への父親参加を促す等が課題となるであろうことを指摘した。


